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は

じ

め

に

本
年
度
に
開
催
さ
れ
た
慶
應
義
塾
一
五
〇
周
年
記
念
高
橋
誠
一
郎
浮
世

絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
に
際
し
、
関
連
企
画
と
し
て
、
斯
道
文
庫
及
び
三
田

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
貴
重
室
を
会
場
に
慶
應
義
塾
蔵
の
東
海
道
に
関
す
る

和
本
と
浮
世
絵
を
閲
覧
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
な
っ
た
。
本
資
料
は
、

そ
の
時
の
調
査
で
知
り
得
た
も
の
で
あ
る
。
赤
本
の
書
誌
を
網
羅
し
た
木

村
八
重
子
氏

『

赤
本
黒
本
青
本
書
誌

赤
本
以
前
之
部』

(

日
本
書
誌
学

大
系
九
十
五－

一
、
青
裳
堂
書
店
、
二
〇
〇
九
年)

に
記
載
が
な
い
新
出

資
料
な
の
で
、
こ
こ
に
詳
細
を
報
告
し
た
い
。

書
誌
と
解
題

■
所
蔵

慶
應
義
塾
大
学
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

(

一
二
七
／
五

一
／
一
、
旧
蔵
者
は
波
多
野
元
武
氏
、
昭
和
五
年
二
月
六
日
寄
贈)

■
書
型
・
丁
数

中
本

(

縦
十
七
・
六
×
横
十
二
・
八
㎝)

・
十
丁

■
表
紙

改
装
か

(

た
だ
し
丹
色
無
地
、
絵
題
簽
の
跡
が
残
る)

■
外
題

打
ち
付
け
書
き

｢

絵
本
東
海
道｣

(

仮
題
と
す
る)

■
柱
題

｢

道
中

一
〜

[

十]｣
(

三
・
十
丁
目
の
丁
付
は
欠
損)

■
画
作
者
名
・
刊
年

な
し

■
板
元

｢
通
油
丁

い
せ
屋｣

(

伊
勢
屋
金
兵
衛)
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赤
本

『[

絵
本
東
海
道]』

に
つ
い
て

影
印
と
翻
刻

津

田

眞

弓



内
容
は
、
東
海
道
の
道
中
記
を
材
と
し
た
赤
本
。
一
丁
か
ら
九
丁
が
東

海
道
、
残
り
の
一
丁
を
四
日
市
か
ら
の
伊
勢
街
道
に
当
て
て
い
る
。
東
海

道
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
品
川
よ
り
川
崎
へ

二
里
半

の
よ
う
に
道
中
記
め
か
し
て

各
宿
場
名
を
出
し
、
一
丁
に
三
つ
の
宿
を
盛
り
込
ん
で
名
所
・
名
物
な
ど

を
示
す
。
ま
た
風
景
中
の
人
物
に
台
詞
が
散
見
す
る
。

木
村
氏

『

赤
本
黒
本
青
本
書
誌』

に
よ
る
と
、
道
中
記
も
の
の
赤
本
は

数
が
少
な
く
、
知
ら
れ
て
い
る
所
で
は
享
保
三
・
四
年
頃
刊
の

『

福神
い
せ

道
中』

(

近
江
屋
板)

が
あ
る
。
こ
ち
ら
は
白
鼠
の
伊
勢
道
中
で
、
七
福

神
と
悪
役
の
猫
を
配
し
、
名
所
を
挙
げ
る
だ
け
で
な
く
、
笑
い
や
実
在
の

歌
舞
伎
関
係
者
を
出
す
な
ど
流
行
や
風
俗
を
盛
り
込
ん
だ
内
容
に
な
っ
て

い
る
。
本
作
に
は
そ
の
よ
う
な
仕
掛
け
は
な
く
、
名
所
の
紹
介
と
旅
の
風

景
の
中
の
人
物
が
大
様
に
描
か
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
同
書
よ
り
さ
ら

な
る
古
体
と
感
じ
ら
れ
る
。

ま
た

『

福神
い
せ
道
中』

は
図
の
描
き
様
が
途
中
か
ら
道
中
双
六
の
形
式

に
近
く
な
る
。
木
村
氏
が
関
わ
っ
た『

近
世
子
ど
も
の
絵
本
集』

で
指
摘

さ
れ
る
よ
う
に
人
物
中
心
に
作
ら
れ
て
い
る
点
も
道
中
双
六
に
通
じ
よ
う

(

１)

。

し
か
し
、
本
作
は
細
長
い
コ
マ
に
絵
を
収
め
る
道
中
双
六
の
形
式
を
と
ら

な
い
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
宿
場
名
を
掲
げ
て
道
中
記
を
真
似
て
い
る
が
、

絵
地
図
式
道
中
記
の
よ
う
に
道
を
続
け
ず
山
を
画
面
の
区
切
り
に
用
い
、

宿
場
の
配
置
も
道
順
に
並
べ
ず
、
散
ら
し
書
き
の
よ
う
に
置
い
て
い
る
。

こ
の
点
、
雲
で
場
面
を
区
切
る
屏
風
絵
や
絵
巻
と
も
一
線
を
画
す
。
む
し

ろ
、
異
な
っ
た
場
面
や
時
間
の
出
来
事
を
一
つ
の
画
面
に
収
め
て
し
ま
う

初
期
の
草
双
紙
ら
し
い
描
き
方
と
言
え
よ
う
か
。
道
中
記
に
関
し
て
、
絵

の
雰
囲
気
が
最
も
近
い
の
は
、
今
井
金
吾
氏
が
絵
地
図
式
道
中
記
の
濫
觴

と
言
わ
れ
る

『

諸
国
安
見
回
文
之
絵
図』

(

伝
菱
川
師
宣
画
、
貞
享
二
年

以
前
刊)

だ
が

(

２)

、
文
言
も
含
め
て
何
を
参
照
し
て
成
っ
た
も
の
か
後
考
を

期
し
た
い
。

影
印
と
翻
刻

凡
例

一
、
第
二
丁
と
第
三
丁
が
入
れ
替
わ
っ
て
綴
じ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
本
来

あ
る
べ
き
場
所
に
直
し
て
影
印
を
掲
出
、
翻
刻
し
た
。

一
、
地
名
は
原
則
と
し
て
、
東
海
道
の
順
に
従
っ
て
配
置
し
た
。

一
、(

)

は
翻
刻
者
の
注
を
意
味
す
る
。

一
、
翻
刻
は
読
み
や
す
さ
を
考
え
、
濁
点
や
読
点
を
補
い
、
適
宜
ひ
ら
が

な
を
漢
字
に
直
し
た
。

一
、
漢
字
は
現
行
の
文
字
を
用
い
、｢�｣
は
全
て

｢

よ
り｣

と
し
た
。
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一
丁
表

【

一
丁
表
】

日
本
橋
よ
り
品
川
へ

二
里

品
川
よ
り
川
崎
へ

二
里
半

(

駕
籠
か
き)

｢

よ
い
時
分
の
お
上
り

(

欠)｣

江
戸
六
地
蔵
一
番
目
。
鈴
の
森
。

池
上
。
六
郷
舟
渡
し
。

川
崎
よ
り
神
奈
川
へ

二
里
半
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一
丁
裏
・
二
丁
表

【

一
丁
裏
】

宿
の
前
よ
り
左
、
大
師
河
原
の
道
、
有
。

鶴
見
の
焼
餅
、
名
物
。
鶴
見
橋
。

(

茶
店
の
者)

｢

京
上
り
か
。
ち
と
休
ま
し
や
れ｣

神
奈
川
よ
り
保
土
ヶ
谷

(

欠)

壱
里

(

欠)

富
士
の
人
穴
。
浅
間
の
社
。

保
土
ヶ
谷
よ
り
戸
塚
へ

二
里

新
町
の
前
左
、
鎌
倉
道み

ち

、
有
。
鎌
倉
。

焼
餅
坂
。

(

道
標)

｢

武
蔵｣

｢

相
模
境｣

戸
塚
よ
り
藤
沢
へ

二
里

【

二
丁
表
】(

原
本
で
は
三
丁
表)

藤
沢
よ
り
平
塚
へ

三
里
余

遊
行
寺
。
小
栗
墓
、
有
。
大
山
道み

ち

。
石
の
不
動
、
有
。

馬
入
舟
渡
し
、
有
。

平
塚
よ
り
大
磯
へ

廾
七
丁

唐
ヶ
原
。
権
現
の
社
。
大
磯
長
者
屋
敷
跡
。
鴫
立
沢
。

石
の
化
け
地
蔵
、
有
。

大
磯
よ
り
小
田
原
へ

四
里

(

欠)

な

(
欠)
つ
の

(

欠)

。

― 200 ―



二
丁
裏
・
三
丁
表

【

二
丁
裏
】(

原
本
で
は
三
丁
裏)

梅
沢

小
田
原
よ
り
箱
根
へ

四
里

小
田
原
城し

ろ

。(

看
板)

｢

外
郎｣

｢

郎｣

。
う

(

欠)

郎
、
名
物
。

湯
本
。
塔
ノ
沢
。
西
海
子

さ

い

か

ち

坂
。｢

御
関
所｣

。

箱
根
よ
り
三
島
へ

三
里
廾
八
丁

三
島
明
神
。

三
島
よ
り
沼
津
へ

壱
里
半

千
貫
樋
。

【

三
丁
表
】(

原
本
で
は
二
丁
表)

沼
津
よ
り
原
へ

壱
り
半

千
本
松
原
。

原
よ
り
吉
原
へ

二
里
十
六
丁

浮
嶋
ヶ
原
。

吉
原
よ
り
蒲
原
へ

二
里
廾
八
丁

富
士
の
白
酒
、
名
物
。
こ
ゝ
よ
り
富
士
山
よ
く
見
ゆ
る
。

富
士
川
舟
渡
し
。
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三
丁
裏
・
四
丁
表

【

三
丁
裏
】(

原
本
で
は
二
丁
裏)

蒲
原
よ
り
由
比
へ

壱
里

塩
焼
浜
。

由
比
よ
り
興
津
へ

二
里

此
間
に
由
比
川
、
有
。
分

わ
か
れ

の
明
神
。

薩�
峠
。
親
不
知
。
子
不
知
。

興
津
よ
り
江
尻
へ

壱
里
半(

店
の
看
板)

｢

膏
薬｣

。

十
七
間
の
梅
。
清
見
寺
。

【

四
丁
表
】

江
尻
よ
り
府
中
へ

二
里
廾
丁

府
中
よ
り
丸
子
へ

壱
里
半

府
中
御
城
。

(

旅
人)

｢

も
は
や
昼
過
で
ご
ざ
る｣

(

看
板)

｢

安
倍
川
も
ち｣

(

茶
店
の
客)

｢

う
ま
い
事
の｣

安
倍
川
か
ち
渡
し
。

丸
子
よ
り
岡
部
江

二
里

宇
津
ノ
山
、
名
所
。

(

店
内
、
看
板)

｢
宇
津
ノ
谷｣

｢

十
団
子｣
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四
丁
裏
・
五
丁
表

【

四
丁
裏
】

岡
部
よ
り
藤
枝
へ

壱
里
廾
六
丁

(

道
端
で
休
む
旅
人)

｢

是
は
よ
い
所
で
会
い
ま
し
た｣

(

飛
脚)

｢

江
戸
に
変
わ
る
事
も
ご
ざ
ら
ぬ｣

藤
枝
よ
り
島
田
へ

二
里

瀬
戸
の
染
飯
。

島
田
よ
り
金
谷
へ

壱
里

大
井
川
。

(

大
井
川
岸
の
駕
籠
の
客)

｢

よ
ほ
ど
の
水
じ
や｣

【

五
丁
表
】

金
谷
よ
り
日
坂
へ

壱
里
卅
丁

此
間
菊
川
、
有
。
小
夜
の
仲
山
。
夜
泣
き
の
松
。

名
物
、
わ
ら
び
餅
。

(

茶
店
前
の
馬
子)

｢

旦
那
乗
ら
し
や
れ｣

日
坂
よ
り
掛
川
へ

一
里
廾
九
丁

雄
鯨
山
。
雌
鯨
山
。

掛
川
よ
り
袋
井
へ

二
里
十
六
丁

浅
間
。
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五
丁
裏
・
六
丁
表

【

五
丁
裏
】

袋
井
よ
り
見
付
へ

壱
里
半

(

雨
中
の
旅
人)

｢

強
い
雨
じ
や｣

見
付
よ
り
浜
松
へ

四
里
八
丁

(

人
足)

｢

や
れ
舟
が
で
る
は｣

(

飛
脚)

｢

急
げ�｣天

竜
舟
渡
し
。

右
に
本
坂
街
道
。
峰
の
薬
師
道
、
有
。

浜
松
よ
り
前
坂
へ

二
里
半
余

【

六
丁
表
】

舞
坂
よ
り
新
居
へ

一
里
十
八
丁

此
間
、
舟
渡
し
。

新
居
よ
り
白
須
賀
へ

一
里
廾
四
丁

(

看
板)

｢

御
関
所｣

町
は
づ
れ
、
浜
名
の
橋
の
跡
、
有
。

橋
本
。

白
須
賀
よ
り
二
川

(

欠)

一
里
十
七

(

欠)

高
師

た
か
し

山
。
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六
丁
裏
・
七
丁
表

【

六
丁
裏
】

遠
江
三
川
の
境
。

二
川
よ
り
吉

(

欠)

へ

一
里
廾(

欠)

丁

岩
穴
観
音
。

(

母
子
を
乗
せ
る
馬
子)

｢

眠
ら
し
や
り
ま
す
な｣

吉
田
よ
り
御
油
へ

二
里
廾
二
丁

吉
田
橋
、
百
廾
間
。
吉
田
、
火
口

ほ
く
ち

、
名
物
。(

看
板)

火
口
。

本
坂
越
、
右
見
ゆ
る
。

御
油
よ
り
赤
坂
へ

十
六
丁

(

旅
人)

｢

放
な
せ�｣(

客
引
き
女)

｢

泊
ま
ら
さ
ん
せ｣

【

七
丁
表
】

赤
坂
よ
り
藤
川
へ

二
里
九
丁

法
蔵
寺
。
法
蔵
寺
餅
。
草
鞋
、
名
物
。

藤
川
よ
り
岡
崎
へ

一
里
半
九
丁

岡
崎
よ
り
池
鯉
鮒
へ

三
里
四
丁

矢
作
の
橋
、
長
サ
二
百
八
間
。

三
川
の
国
。
八
橋
。
杜
若
、
名
所
。
海
道
よ
り
北
へ
半
道
程
有
。
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七
丁
裏
・
八
丁
表

【

七
丁
裏
】

右
の
野
に
て
四
月
、
馬
市
立
つ
な
り
。

池
鯉
鮒
よ
り
鳴
海
へ

二
里
廾
八
丁

三
川
尾
張
境
。

鳴
海
よ
り
宮
へ

壱
里
半

笠
寺
観
音
。

宮
よ
り
桑
名
江

舟
の
上
七
里

海
上
七
里
、
舟
渡
し
。

(

船
上
の
客)

｢

よ
い
凪
で
ご
ざ
る｣

【

八
丁
表
】

桑
名
よ
り
四
日
市
へ

三
里
八
丁

(

焼
蛤
を
食
べ
る
人
々)

焼
蛤
、
名
物
。

四
日
市
よ
り
石
薬
師
へ

二
里
廾
五
丁

追
分
左
、
伊
勢
参
宮
道
。

名
物
、
杖
衝
饅
頭
。

(
茶
店
の
女)

｢

上
が
り
ま
せ｣

石
薬
師
よ
り
庄
野
へ

廾
五
丁

薬
師
堂
。
鈴
鹿
川
よ
り
流
る
川
。
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八
丁
裏
・
九
丁
表

【

八
丁
裏
】

庄
野
よ
り
亀
山
へ

二
里

焼
米
、
名
物
。
小
さ
き
俵
に
入
て
売
る
な
り
。(

看
板)

焼
米
。

亀
山
よ
り
関
へ

壱
里
半

亀
山
の
城
。
関
川
。

関
よ
り
坂
の
下
へ

一
里
廾
四
丁

【

九
丁
表
】

坂
の
下
よ
り
土
山
へ

二
里
半

鈴
鹿
明
神
。
蟹
ヶ
坂
。
田
村
の
社
。

土
山
よ
り
水
口
へ

二
里
廾
五
丁

(

太
鼓
を
た
た
く
者)

｢

お
江
戸
の
殿
様
舞
つ
た
り�｣(

鉦
を
た
た
く
者)

八
柄
鉦
。

(

見
物
人)

｢

よ
く
舞
ふ
こ
と
じ
や｣

右
に
北
国
街
道
、
有
。

水
口
よ
り
石
部
江

二
里
廾
六
丁

水
口
の
城
。
水
口
、
煙
管
、
名
物
。

(

客)
｢

土
産
に
買
い
ま
せ
う｣
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九
丁
裏
・
十
丁
表

【

九
丁
裏
】

石
部
よ
り
草
津
へ

三
里

梅
の
木
。
和
中
散
、
名
物
。(

看
板)

和
中
散
。

(

看
板)

｢

女
川
菜
飯｣

。

三
上
山
。

草
津
よ
り
大
津
へ

三
里
廾
四
丁

姥
ヶ
餅
。
瀬
田
の
橋
。
石
山
。
粟
津
ヶ
原
。

大
津
よ
り
京
ま
で

三
里

【

十
丁
表
】

伊
勢
参
宮
み
ち

の
り

四
日
市
よ
り
神
戸
江

二
里
卅
五
丁
。
神
戸
よ
り
白
子
へ

壱
里
半
。
白
子
よ
り
上
野
へ

壱
里
半
。
上
野
よ

り
津
へ

二
里
半
。
津
よ
り
雲
出
へ

二
里

。
雲
出
よ
り
松
坂
へ

二
里

。
松
坂
よ
り
小
俣
へ

四
里

。
小
俣
よ

り
山
田
へ

壱
里

。
山
田
よ
り
内
宮
へ

壱
里

。

白
子
観
音
。
不
断
桜
。(

欠)

う

(

国
府
カ)

の
阿
弥
陀
。

明
星
の
茶
屋
。(

店
内)

清
め
の
茶
。

(
旅
人)

｢

常
は
な
い
か｣

(

旅
人)

｢
抜
け
ま

(

欠)｣
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十
丁
裏

【

十
丁
裏
】

山
田
。
外
宮
。
天
の
岩
戸
。
間あ

い(

欠
、
之
カ)

山
。

内
宮
。
宇
治
橋
。
朝
熊

あ
さ
ま

山
。

(

宇
治
橋
の
下
で
賽
銭
を
取
る
人
々)

｢

こ
ゝ
へ
も�｣(

三
味
線
の
前
の
見
物
客)

｢

さ
つ
て
も
弾
い
た
り｣

(

同
、
見
物
客)

｢

よ
い
女
ど
も
じ
や｣

(

商
標
、
○
に
三
つ
の
黒
丸)

通
油
丁
い
せ
屋

(

３)

。

注

(

１)

鈴
木
重
三
氏
・
木
村
八
重
子
氏

『

近
世
子
ど
も
の
絵
本
集
江
戸

篇』
(

岩
波
書
店
、
一
九
八
五
年)

(

２)

今
井
金
吾
氏

｢

道
中
記
の
発
生
と
発
展｣

『

道
中
記
集
成』

別
巻

三

(

大
空
社
、
一
九
九
八
年)

(

３)

井
上
隆
明
氏

『

改
訂
増
補
近
世
書
林
板
元
総
覧』

(

青
裳
堂
書
店
、

一
九
九
八
年)

に
よ
り
、
屋
号
と
店
舗
の
場
所
、
商
標
か
ら

｢

伊
勢

屋
金
兵
衛｣

と
判
断
し
た
。
同
店
に
は
赤
本
・
黒
本
の
作
が
あ
る
。

付
記：

本
稿
は
二
〇
〇
九
年
度
経
済
学
部
研
究
教
育
資
金
研
究
助
成
に
よ

る
共
同
研
究

｢

慶
應
義
塾
大
学
蔵
文
化
財
を
活
用
す
る
指
導
法
開
発
と

教
材
作
成
に
関
す
る
総
合
的
研
究

高
橋
誠
一
郎
浮
世
絵
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
端
緒
に｣

の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
貴
重
な
ご
助
言
を
賜
っ
た
木

村
八
重
子
氏
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

関
し
て
御
協
力
く
だ
さ
っ
た
斯
道
文
庫
主
事
佐
々
木
孝
浩
氏
と
同
文
庫

ス
タ
ッ
フ
諸
氏
及
び
桑
野
あ
さ
ひ
氏
に
、
同
じ
く
開
催
の
御
協
力
と
資

料
掲
載
を
許
可
く
だ
さ
っ
た
慶
應
義
塾
大
学
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

に
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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